
学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標 １．感覚機能障害を持つ患者の症状、検査、治療に応じた看護が理解できる。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

感覚機能障害について
１．高齢者の代表疾患と看護
２．全身的なアセスメント
３．看護目標の視点
４．具体的援助

【テキスト／参考文献】

医学書院　系統看護学講座　専門分野　成人看護学[12] 皮膚
医学書院　系統看護学講座　専門分野　成人看護学[13] 眼
医学書院　系統看護学講座　専門分野　成人看護学[14] 耳鼻咽喉

【評価】

外部講師

分野 専門分野 科目名 老年看護学方法論（感覚器）

時間 21時間 開講時期 2年次（前期）


